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１．スマートテレビによる機器間連携

　テレビ分野では、ディスプレイの高画質化などハー

ド面での競争だけでなく、使い勝手の良さを実現する

ソフトやネット接続による新たなサービスを提案する

展示が目立った。スマートフォンやタブレットがイン

ターネット経由で多様なサービスを端末上で提供した

のと同様に、テレビを見ながらウェブ検索をしたり、

映画、音楽やゲームを気軽にダウンロードして楽しむ

ことができる“スマートテレビ”で機器間連携を図る

動きが本格化してきた（図表１）。

　インターネット対応テレビはすでに存在するが、閲

覧できるコンテンツや機能に制限があり、操作性や利

便性は必ずしも高くないのが現状である。CES出展各

社とも、映画や音楽など多様なコンテンツをオンデマ

ンドで気軽に視聴できる使い勝手の良いサービスの開

発に注力していた。ソニーや韓国LG電子などは、米

グーグルが無償提供する基本ソフト「アンドロイド」

をベースに操作性を高めたOS（基本ソフト）を搭載し

本格化する
スマート家電の開発競争
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図表１　スマートテレビとスマートフォン、タブレット、生活家電を連携させるスマート家電の概念図
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た「グーグル TV」を発表し、YouTubeの動画や映

画・音楽など幅広いコンテンツをオンデマンドで視聴

できる機能を強化した（図表２）。韓国サムスン電子も、

直感的な操作性を高め、声やジェスチャーによりテレ

ビを起動したりウェブ検索などができるスマートテレ

ビを年内に投入する予定である。同社はモバイルゲー

ムなど1,400を超すスマートテレビ向けアプリケー

ションを提供し、米タイムワーナーやコムキャストな

どケーブルテレビ大手４社とも提携して幅広いコンテ

ンツを視聴可能にする戦略である。

　このように、コンテンツの充実や操作性の改善に各

社が注力する背景には、近く市場に投入予定とされる

アップルのテレビへの対抗という側面もあるものと見

られる。今後は、①映画、音楽、書籍、ウェブサイト

に加えてテレビ番組やゲーム、SNSなどの新たなコン

テンツを幅広く提供するとともに、②センサで視聴者

を識別し、視聴履歴や嗜好などに基づいておすすめの

コンテンツを紹介したり、他の家電製品での調理や洗

濯の進捗状況を画面上で知らせるなど、“スマート”

なテレビとしての新たな付加価値を具体的に提案でき

るかが、各社のスマートテレビの成否を左右すること

になろう（図表３）。

　

２．韓国勢、有機ELテレビの開発で先行

　ハード面の新技術としては、韓国メーカーによる大

画面有機EL（OLED）テレビに注目が集まった。LG電

子が発表した55型OLEDテレビは、液晶テレビの50倍

に相当する１億：１を超すコントラスト比を実現し、

生き生きとした鮮やかな発色とほとんどブレのない動

画が特徴である。三原色である赤、緑、青に白色有機

ELの白を組み合わせることにより、従来よりも広範囲

の色を正確に再現することができるという。厚みは４

mmと薄く、重さも7.5kgと軽量で壁掛けにも適してお

り、３Ｄ対応モデルではどの角度から見ても立体感の

ある自然な画像を実現した。2012年下期に発売予定で、

価格は未定としている。

　サムスン電子は、スマートフォンやタブレット向け

中小型OLEDパネルの実用化で他社に先行している。

部材メーカーとの協業により先端技術の開発を進め、

現在では世界のOLEDパネルの約９割を生産している。

今回同社が出品した55型OLEDテレビは、カラーフィ

ルタを用いず、赤、緑、青の自発光OLED素子がガラ

ス基板上に直接形成されているため、従来表現しにく

かった暗部での微妙な色合いも描き分けられるという。

図表３　今後のスマートテレビ開発の方向性

（備考）日本政策投資銀行作成

インターネット接続で映画や音楽を楽しめるだけでなく…

①テレビ番組やゲーム、SNSなど多様で魅力的なコンテンツの提供

②「スマート」なテレビとしての新たな付加価値の提案

・センサが視聴者を識別し、視聴履歴や嗜好などに基づき、おすすめの
コンテンツを提案
・調理や洗濯の進捗状況を画面上にメッセージで表示  など

図表２　ソニーが出展した「グーグルTV」

（備考）CES2012にて撮影

グーグルTVは、テレビ番組やYouTubeの動画、ウェブ
サイトをキーワードで横断検索でき、テレビを見ながら
ネットで検索したりTwitterでつぶやくことが可能。
NetflixやAmazonなどのオンラインDVDレンタルから
オンデマンドで映画も視聴でき、Android Marketから新
しいアプリも自由にダウンロードができる。 



30

サムスン電子は2012年の設備投資額を前年比９％増の

25兆ウォン（約１兆7,000億円）とする方針で、半導体

に加えて、OLEDパネルの量産投資が重点投資対象に

なるものと見られる。OLEDは、自発光有機材料を大

型ガラス基板上に均一に真空蒸着させる技術に課題が

残っており、2012年内の量産開始に向けてどこまで生

産技術を確立し、コストを抑えられるかが焦点となる。

　日系メーカーは、液晶テレビやプラズマテレビで大

規模投資を行ったものの、十分な利益を確保すること

ができなかった経緯があるため、テレビ用OLEDパネ

ルへの量産投資には慎重な姿勢である。日系メーカー

としては、①低価格化と高画質化が進む液晶テレビと

の対比におけるOLEDテレビのコストパフォーマンス

面での優位性、②OLEDテレビに対する消費者の反応、

③大型ガラス基板でのOLEDパネルの量産技術の確立

の見通し、④他の次世代パネル技術の開発動向などを

見極めつつ、自社でのパネル投資に踏み切るか、ある

いは外部調達で対応するかを判断することになろう。

　

３．国内メーカーの薄型テレビ事業立て直し戦略

　薄型テレビ市場の成長が鈍化する中で、国内のテレ

ビメーカーは、急速なコモディティ化の進展や海外勢

との競合激化を受けて事業採算の確保が困難となって

いる。各社は相次いで生産の海外移管やアウトソーシ

ングを進めており、2010年に1,355万台まで増加した薄

型テレビの国内生産台数は2011年に初めて減少に転じ、

前年比43％減の768万台に落ち込んだ。

　シャープは、価格下落で採算確保が困難となってい

る30～40型クラスの液晶テレビ事業を縮小する一方、

世界で唯一第10世代の大型ガラス基板を採用する堺工

場の強みを生かし、60型以上の大画面液晶テレビに注

力し、収益力の改善を図っている。2011年11月に投入

した80型に続き、2012年中に90型の液晶テレビを北米

などで発売し、リアプロジェクションテレビからの置

き換え需要を喚起するとともに、オフィスや教育用の

大画面タッチパネルとしての用途開拓も進める方針で

ある。

　ソニーは液晶パネル調達先の多様化やオペレーショ

ンの改善によりコスト削減を進める一方、スマート

フォン、PC、タブレット、テレビをネットワークでつ

なぎ、魅力的なコンテンツやサービスを顧客に提供す

る“４スクリーン戦略”により、テレビ事業の2013年

度黒字化達成を目指している。同社独自の映画・音楽

配信サービスを世界各国で拡充し、スマートフォンや

タブレットでも利用可能にするとともに、グーグル 

TVに対応したセットトップボックスやブルーレイ

ディスクプレーヤも新たに投入する予定である。また、

同社はCESで次世代テレビとして開発中の55型「クリ

スタルLEDディスプレイ」を参考展示し、

開発中のテレビ用OLEDディスプレイとと

もに複数の選択肢を有する点をアピールし

た。

　東芝やシャープは、フルHDの４倍の解

像度を有する“４Ｋ”液晶テレビを出展し、

奥行き感や質感などを大幅に向上すること

により、競合他社との差異化を図る方針で

ある。また、パナソニックは47／55型の大画

面液晶テレビを投入するとともに、４Ｋ 液

晶ディスプレイとして世界最小の20型パネ

ルを開発し、放送局や医療用など新たな市

場を開拓する方針である（図表４）。

ハード面 ソフト面

次世代ディスプレイ（OLEDなど）の量産投資には慎重な姿勢

図表４　日系テレビメーカーの事業戦略

（備考）日本政策投資銀行作成

31

４．生活家電をネットワークで制御

　CES 2012では、冷蔵庫や電子レンジ・オーブン、洗

濯乾燥機などをネットワークを通じてスマートフォン

やタブレットなどと連携させ、使い勝手の良さや新た

な利便性を提供しつつ省エネ化も訴求する展示が目

立った。今後、“スマート家電”が家電ビジネスの新

たな方向性となりつつあることを印象づけた。

　日系家電メーカーの2011年度上期決算を見ると、薄

型テレビの価格下落などでデジタル家電部門の採算が

悪化する一方、白物家電部門は売上高の規模ではデジ

タル家電部門に及ばないものの、営業利益率ではパナ

ソニックが８％、シャープが10％など安定した収益力

を確保した。白物家電は欧米での買い換え需要や新興

国での新規需要が期待できる分野であることから、各

社とも海外での事業拡充に注力する方針である。

　白物家電は生活に密着した製品であるため、海外市

場では地場の有力メーカーが強みを有してきた。しか

し、近年はLG電子やサムスン電子が積極的な海外展開

を進めている。日系家電メーカーがグローバルな生活

家電ビジネスで優位性を確保するためには、①生活研

究を踏まえて消費者ニーズを把握し、商品力を強化す

るとともに、②価格以外の訴求ポイントを創造して海

外勢との差異化を図ることが重要になる。単品として

の家電販売から脱却し、機器間のシステム連携による

使い勝手の良い製品をトータルシステムとして商品化

できれば、BRICsの富裕層向けや欧米の消費者に訴求

する上でも有力な差異化要素になると見られる。

　サムスン電子やLG電子もスマート家電に注力して

おり、今回のCESでは、冷蔵庫や電子レンジ・オーブ

ンなどを家庭内ネットワークを通じて連携させ、トー

タルシステムとして制御するHEMS（ホーム・エネル

ギー・マネジメント・システム）を展示し、注目を集

めた（図表５）。海信集団（ハイセンス）や海爾集団

（ハイアール）などの中国系家電メーカーも、テレビ

やスマートフォンなどで制御できる冷蔵庫や洗濯機を

商品化して出展した。

　今後、スマートハウスの中核技術であるHEMSをめ

ぐり、国際的な開発競争が激化するものと見られる。

日系メーカーとしては、企画構想段階から商品化まで

のスピードを加速させ、部門の枠を超えた横断的な開

発を推進することにより、直感的な操作で今までにな

い利便性と低消費電力を実現し得るスマート家電製品

を、他社に先駆けて投入することが求められよう。

図表５　LG電子のスマート家電「Smart ThinQ」シリーズ

（備考）CES2012にて撮影

LGEが出展したスマート家
電では、買い物時のレシー
トをスマートフォンで読み
込んで冷蔵庫に送信すると
庫内の保存食品をディスプ
レイ上で一覧できる。おす
すめメニューに必要な食材
を選び、レシピをダウン
ロードすると、オーブンに
転送され、調理時間などが
自動的にセットされる。




